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青 森 河 川 国 道 事 務 所

渇水を乗り切る
～岩木川水系渇水対策支部の体制解除～

○青森河川国道事務所では、岩木川の流況の悪化、目屋ダムの貯水量の
減少による利水者への影響が懸念されたことから、８月２日に岩木川水
系渇水対策支部を設置しておりましたが、かんがい用水の取水が終了し、
また、岩木川の流況が改善される見込みとなったことから、本日１３時
００分に体制を解除しました。

○この厳しい渇水状況に対して関係各機関では、水利用や河川環境の実
態に関する情報共有、合理的な水利用の調整など、緊密な連携による対
応を行い、渇水を乗り切ることができました。

<本年の渇水状況>

○本年の渇水における目屋ダムの最低水位は、平成に入ってから過去５番目の最低
水位160.42ｍを記録しました。
※（参考：昨年は過去４番目、平成に入ってから１番低い、最低水位157.48ｍを記録）

○岩木川水系では局地的な降雨はあったものの、７月下旬以降まとまった降雨がな
く、弘前観測所（気象庁）の８月の総雨量62.5mmは過去10年で最も少なく、10ヶ年の
平均雨量127mmに対し約50％と、極端に少ない状況でした。

なお、岩木川の渇水情報については当事務所のホームページにて公開しております。
青森河川国道事務所ホームページ http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/

発表記者会 ： 青森県政記者会、建設関係専門紙、津軽新報社

問い合わせ先
国土交通省 東北地方整備局 青森河川国道事務所

電話 ０１７－７３４－４５９０（ダイヤルイン）

副所長（河川担当） 小山 幸男（内線２０４）
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【本年の渇水対策に向けた取組】

○岩木川流域の水田約12,000haに対して、稲の花が咲く時期に緊急的に８月11日か
ら、目屋ダム(県)及び相馬ダム(県)が連携して緊急放流を実施し、稲穂の生育に影
響を与えないよう対応しました。

○岩木川水系の５土地改良区では、約50％節水（約10㎥→約５㎥）し、更に水田を地
区毎に分けて順番に農業用水を使う「番水」（５日間に２～３日の通水）を、８月７
日から14日間実施し、稲作で最も水を必要とする穂ばらみ期、出穂期を乗り切りま
した。

※（参考：昨年は７月27日から８月18日の23日間番水実施）

○浅瀬石川ダムでは、放流量を約２割増量する緊急支援を８月10日から20日まで実施
し、五所川原市付近の流量低下を軽減し、瀬切れなどの河川環境が悪化しないよう
に河川の生態系（サクラマス、ウグイ等）保全に必要な流量を補給しました。

○弘前市水道について、浅瀬石川ダムから取水している津軽広域水道企業団からの
受水量を一時的に増量（22,000㎥/日→25,000㎥/日）し対応しました。（7/31～8/6、
8/10～8/14までの合計１２日）

＜参考＞

■ダムの現在の状況

●目屋ダム（※別紙１）
９月５日 午前９時現在

貯水位： １６３．５６ｍ３/ｓ
流入量： ０．７０ｍ３/ｓ
放流量： ２．１９ｍ３/ｓ
貯水率： 約２１％

●浅瀬石川ダム
９月５日 午前９時現在

貯水位： １７４．２１ｍ３/ｓ
流入量： １０．２３ｍ３/ｓ
放流量： ５．８８ｍ３/ｓ
貯水率： 約３６．８％

■岩木川の流況（９月５日 午前９時現在）

①観 測 所 名 上岩木橋観測所
・基準流量 ２．２９６ｍ３/ｓ （５カ年平均渇水流量）
・現在の流況 ６．７９ｍ３/ｓ

②観 測 所 名 五所川原観測所
・基準流量 １９．０ ｍ３/ｓ （正常流量）
・現在の流況 ４３．５３ｍ３/ｓ

＊「基準流量」とは、

渇水対策支部設置の基準となる流量であり、上岩木橋観測地点では５カ年平均渇水流量、

五所川原観測地点では正常流量を基準としている。

＊「渇水流量」とは、

１年を通じて３５５日はこれより低下しない水位で、この時の流量です。

＊「正常流量」とは、

魚類の生息状況、河川の環境、水質等を総合的に判断し、河川の維持に必要な流量です。



平成２４年 岩木川渇水状況

■２年連続渇水 岩木川流域では７月中旬以降まとまった降雨がなく、目屋ダム（県）の水位が著しく低下
⇒ 水不足で順番に農業用水を使う“番水制”を８月７日から１４日間実施（弘前市とつがる市の５土地改良区）

■岩木川流域の水田約12,000ｈａに対し、目屋ダムと相馬ダム（県）による緊急放流を７日間実施

⇒ 県内有数の穀倉地帯である津軽平野の稲作の穂ばらみ期から出穂開花期に必要な農業用水を確保

■浅瀬石川ダム（国）の放流量を約２割増量する緊急支援を実施
⇒ 五所川原市付近の流量低下を軽減し、河川の生態系（サクラマス、ウグイ等）保全に必要な流量を補給

渇水における対応状況

８月 ２日 岩木川水系渇水対策支部設置（注意体制）
８月 ９日 岩木川水系渇水情報連絡会開催⇒ダム緊急放流を確認
８月１０日 岩木川水系渇水対策支部（警戒体制移行）

浅瀬石川ダムから増量放流を開始
８月１１日 目屋ダム（県）及び相馬ダムから緊急放流を開始
８月１６日 貯水位回復により目屋ダム緊急放流終了
８月１７日 相馬ダムの緊急放流終了
８月２０日 岩木川水系渇水対策支部（注意体制移行）
９月 ５日 岩木川水系渇水対策支部 体制解除 番水を告知する看板 渇水対策連絡会開催（８月９日）

岩木川（８月１０日）岩木茜橋下流 岩木川（９月４日）岩木茜橋下流８月１１日目屋ダム貯水地



ダムの効果－１

目屋ダム貯水図

８月１３日目屋ダム堤体付近

渇水時のダム効果

河川への自然流入量が少ないときに、ダムに貯えた水を加え水量
を増やすことで、水不足による生活や農業などへの被害を最小限
に食い止めることができます。
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８月の目屋ダムからの総補給量
＝約１２，３００千㎥

東京ドーム＝約１０個分

目屋ダムから緊急放流（８月１１日）

目屋ダムからの補給がなければ、
節水などの最大限の努力をしても、取水
可能量の約１８％の取水

目屋ダムや相馬ダムからの補給によって、
かんがい用水、水道用水、河川環境の保
持のための用水を確保



ダムの効果－２

１．渇水を意識して高めの貯水位運用を行ってきたため、
農業用水及び水道水の安定した供給ができました。

２．浅瀬石川ダムを水源とする津軽広域水道企業団か
ら弘前市への水道水の増量（22,000㎥/日→25,000㎥/
日）を行いました。（7/31～8/6、8/10～8/14までの合計
12日）

３．8月10日17時からダム放流量を２割程度（約2㎥/s）
増量し岩木川の渇水対策を支援しました。

浅瀬石川ダムの効果

津軽ダムができると・・・平成２４年渇水における津軽ダムの効果（試算）

今期の渇水で目屋ダムの貯水位が最も低下した８月１３日時点において、津軽ダムが完成した場合の貯水量を試算した結果、計画上の利
水容量7，720万ｍ3に対して、約６，６００万ｍ3 （貯水率約８５％)の容量が確保され、今回と同規模の渇水が発生しても安定的な供給が可能
であると考えられます。

平成２４年８月１３日時点の貯水量 （参考）平成２３年８月渇水の場合


